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リー（宇治川水理実験所）の創立 50 周年を記念して OB の皆さまにも寄稿をお願いして掲載


































































































































































































は、昭和 27 年３月の命名時から数えて平成 14 年でちょうど 50 周年を迎えましたが、そのよ
現在の宇治川オープンラボラトリー 
 
取壊し直前の旧本館 
42 
 
うな記念すべき年に本館が無くなったのも何か不思議な縁だったのかも知れません。その他、
火力発電所時代に管理棟として使われ、宇治川水理実験所になってからは食堂や宿直室など
に使われていた木造の建物や鉄筋コンクリート二階建ての現在の管理棟、土質力学の実験に
使われていた二棟の建物、潮流の実験に使用されていた海洋河口実験施設などは、近ごろ老
朽化が著しく可哀そうなほどですが、今なお宇治川水理実験所の歴史の生き証人として健在
です。 
新実験棟が建設されてから暫くして
実験所構内に数多くの植林がされまし
た。今でもずいぶんと大きくなりました
が、後数十年もすれば楠や白樫、金木犀
などの立派な林が構内のあちらこちら
に育ち、桜並木が美しく宇治川、東高瀬
川の畔を飾ることでしょう。そして、実
験所に働き学ぶ人々、野鳥や野ウサギ、
狸や恋人達のよい憩いの場、あるいは散
策コースとなるに違いありません。中書
島の隠れた名所になればいいと思って
います。 
 
 ここまでだらだらと駄文を繋いできましたが、いよいよ仕上げにかかります。別にまとめ
る必要のない文なので、言い放ちの結びです。 
防災研究所に就職してから 42 年間、宇治川オープンラボラトリー（宇治川水理実験所）を
動くことなく過ごしてきました。私は、職員組合に加入しているので、その伝手で実験所外
の人々とも知り合いになれましたが、そうでなければ全く井の中の蛙でした。どちらにして
も、日常はあまり実験所を離れることはなかったので、同じ防災研究所であっても未だお名
前だけしか分からない人も多くおられます。そういう意味では、やはり井の中の蛙です。蛙
といえば、昔、実験所の低水槽の傍で、辺りをはばからずにグアッグアッとバスで鳴いてい
た牛ガエルを思い出します。独り言の多い私なので、蛙の独り言とした次第です。 
 
実験所構内の植栽（第 2実験棟西側） 
